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無病息災を願って鬼退治

　２月３日の節分を前に、町内の保育園や幼
稚園では、豆まきが行われました。
　園児たちは、一年の無病息災を願い「福は
内、鬼は外」と鬼に豆をぶつけて、鬼退治を
しました。
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人権啓発シリーズ 24-10
同和問題①（大崎町人権教育・啓発基本計画より）

■施策の方向性

①同和問題に係る人権問題の解決を図るために、人権擁護委員

による人権相談所の相談体制の充実及び法務局（鹿屋支局）と

の連携に努め、相談者に対する助言や情報提供等を行います。

②住民への教育・啓発活動として、町広報誌への掲載や啓発チ

ラシの配布などとともに、さまざまな場を活用し、研修会や学

習会・講演会などを積極的に行います。


